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【農工研ニュース No.８１号から】 

■これを使えば地域資源情報の管理はラク楽 ～ＶＩＭＳ～ 

  

技術移転センター 教授 山本徳司 

 

【この研究成果をもっと深く理解するための５つのＱ＆Ａ】 

 

 システム、パソコン、アプリケーションなどの横文字に苦手意識をもっています。でも、山形県河北

町では、農家の方々がＶＩＭＳというものを利用し、水路の履歴や、そこに棲んでいる生物などの情報

を入力して、地域の管理に役立てているようです。興味があるので、もう少し分かり易く教えて下さい。 

 

Ｑ１ ＶＩＭＳを利用するためには、どのような装備を揃える必要があるのですか。また、その初期投

資はいくらぐらいですか。 

 

Ａ１ 基本的には、サーバとユーザーＰＣ (クライアント)がインターネットにつながっていれば利用

できます。目的に合わせて様々なシステムを構築することができますが、基本的には２つのタイプに分

けられます。 

一つは、農地・水保全管理組織がＶＩＭＳを農地・水保全管理システムとして利用する場合、もう一

つは、集落や生産組合、土地改良区等の末端組織や県、土地改良事業団体連合会などが農業経営から施

設管理等の個別の目的のために自由にＶＩＭＳを利用する場合です。どちらの利用でも、販売は(株)イ

マジックデザインです。 

前者の農地・水保全管理システムとしての利用の場合は、インターネットにつながっているなら、１

組織につき初期費５万円、月々ソフトレンタル費６０００円で１ユーザー1 台のＰＣ（クライアント）

が稼働します。農地・水保全管理システムプランでは、初心者でも活用しやすいように、(株)イマジッ

クデザインがサーバの保守管理も代行し、メールと電話での操作指導等のサポートも行なっています。

（サポート組織：ＶＩＳＭサポートセンター「びでん」）。 

後者の本格的利用の場合は、ソフト買い取り価格として、サーバソフトが１台につき３０万円と１ユ

ーザー１台ＰＣ(クライアントソフト)につき９万５千円となります。一般的には、１サーバで５～２０

台(５台以上でディスカウント有り)のクライアントで使うことを推奨しています。保守サポートはソフ

ト購入費の４０％（1年）です。 

但し、地図データは別途市販・準備されているものをご用意ください。 

 

Ｑ２ 特殊な技能を持ち合わせていなくても、ＶＩＭＳを利用できるという触れ込みです。でも、パソ

コンを普段使っていない人（例えば、高齢者や主婦）であれば、基本操作ができるようになるまでに、

どれぐらいの時間が必要なのでしょうか。 

 

Ａ２ 操作者とシステム管理者とで研修の内容が異なります。操作研修では、パソコンの操作練習も含



2 
 

めて、１日３時間コースのプログラムを準備しています。このプログラムを３回程度繰り返し練習すれ

ば、初めての方でも、高齢者・主婦でも操作できるようになります。但し、これはＶＩＭＳ全体の機能

では無く、農地・水保全管理システムの基本操作に限ってです。しかし、ＶＩＭＳのシステム管理も含

めて、全機能を使えるようになるには２週間程度かかります。Ｑ１で回答しました後者の利用において

は、１サーバに対して少なくとも１人は全機能が使えるようになっておくことが望ましいでしょう。 

 研修は、操作研修については、農村工学研究所でも１年１回実施していますし、(株)イマジックデザ

インの研修プログラムもあります。 

 

Ｑ３ 図１を見ると、地域資源情報管理システムという装置を、地域の住民が管理するようなイメージ

です。メカに弱い人が、本当にコンピュータ装置やデータベースを維持管理できるのでしょうか。 

 

Ａ３ Ａ１でお答えしましたように、農地・水保全管理システムプランでは、1 ユーザー１台ＰＣ（ク

ライアント）から利用が可能です。この場合は、(株)イマジックデザインがサーバ等のコンピュータの

維持管理を代行してくれますので、ユーザーがサーバやデータベースを管理する必要はありません。ま

た、データベースも既存のものをご利用いただきますので、ユーザーはハードの維持管理を心配せず利

用ができます。 

図１は全体の仕組みを示しているもので、一般的にサーバとデータベースの保守管理は専門業者に任

せることが多いようです。但し、ＶＩＭＳシステム管理の研修を受け、運用に精通した者がいれば、自

分でサーバの維持管理もできます。 

 

Ｑ４ これからは、データを自分のパソコンや携帯電話ではなく、インターネット上に保存するクラウ

ド（？）という使い方の時代になる、とテレビなどで見聞きします。それに比べると、ＶＩＭＳは時代

遅れのような気もしますが、なぜ最新の研究成果といえるのですか。 

 

Ａ４ クラウドとはコンピュータの利用形態のことを指し、自分の手元にソフトやデータがなくても、

ネットを介してソフトやデータが利用できるようになります。農地・水保全管理システムプラン（ＶＩ

ＭＳ）はデータがサーバに置かれ、そこにデータを参照しにいくサービスですので、まさにクラウド型

利用ということになります。ユーザー（クライアント）側にソフトのインストールをしなければならな

い点で、Ｗｅｂ型のクラウドサービスではありませんが、ユーザー（クライアント）は特に意識するこ

となくサーバを利用できます。 

 クラウド型で、コンテンツを参照したいときにユーザーが自由にサーバからダウンロードし、データ

を利用できるオンデマンドサービスは、利用者が不特定多数の場合やデータベースが共通的なものに限

って運用されますが、データとサーバがサービスブロバイダ側の運用にまかされているという点、サー

バが世界に解放されるという点で、セキュリティとしては不安定です。それに対して、ＶＩＭＳのよう

な特定のユーザー間だけで共通のアプリケーションを利用し、データを参照するアクティブアプリによ

るクライアント＆サーバ型は、個人情報などの自分たちで守りたい情報を自分たちの手で管理できるの

で、安心感があります。 

 よって、前者のようにＶＩＭＳ運用をブロバイダ（ここでは(株)イマジックデザインがそれに当たる）
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が持てばクラウドとして使えますし、後者のように個人が使えば、クライアント＆サーバとして運用で

きます。最新の運用にも利用でき、かつ小さな単位での従来の運用方式でも利用できるようになってい

ます。 

開発者としては、国、県、市町村等の単位でブロバイダを構築し、目的に合わせてクラウド利用をす

る仕組みを作れば良いのではと考えています。農地・水保全管理システムプラン（ＶＩＭＳ）は、農地・

水保全管理組織を対象に、共同研究グループである(株)イマジックデザインがクラウドサービスを始め

たものです。 

 

Ｑ５ 山形県河北町の元泉集落では、なぜＶＩＭＳの導入が必要だったのですか。また、ＶＩＭＳを導

入してから集落の管理運営はどのように変化したのですか。さらに、このような一つの集落の活動を、

河北町はどのように評価しているのでしょうか。 

 

Ａ５ 元泉集落では、農地・水保全管理支払交付金の運用において、地域内の水路や道路のデータを十

分に把握しておらず、長寿命化対策を講じる上にも支障をきたしていました。現在の生産者の一部は、

まだ現存する施設の特性や位置を把握しているものの、今後、農地集約等が進むようなことがあった場

合に、次の世代は、十分に地域の施設情報を受け継ぐことができない可能性もあり、今の世代が元気な

うちに、農地・水路・道路や文化・景観にいたる様々な地域資源データをデータベース化し、いつでも

世代交代ができる準備、六次産業化への展開を検討できる準備をしておきたいという哲学から、ＶＩＭ

Ｓの運用を始めています。 

 まだまだ始まったばかりで、ようやく、用水路、排水路、道路の現況データが整備されたところであ

り、このシステムが施設管理において威力を発揮するのはもう少し先になりますが、元泉集落住民とし

ては、今まで把握仕切れていなかった地域資源情報を共有できることにより、これらのデータがこれか

らの地域活性化の戦略づくりに生きるのではないかと期待し始めています。 

 河北町としては、元泉集落の農地・水保全管理の動向から、防災、環境、教育、福祉へどのように発

展するかを見極め、町としてＶＩＭＳの利用を模索しているところです。 
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